










脳の発達にとってアミンニューロンが重要な意義をもつであろうことは永く考えられてき

た。この線に沿った多くの実験的研究がなされているにもかかわらず,基本的な両者の関係

を知るにはまだほど遠いものがある。この原因の 1つに,正常な神経発生の過程でアミン線

維がどのようにして終末を形成していくのか,とくに受容側細胞の種類とその発達段階と

を考慮した終末形成(syna-ptogenesis)に関する知識を全く欠いていることがあげられる。

アミンニューロンを特異的に染色し,かつ満足する形態学的研究の行える方法をもち合わ

さなかったからである。 

近年私どもはアミン特異抗体を用いる免疫組織化学やモノアミン酸化酵素各アイソタイプ

を用いる酵素組織化学などによって,アミン線維終末の形態学的研究法の改良を検討して

きた結果,ようやく両者とも電子顕微鏡による微細構造の研究が可能となった。本研究はそ

の 1 つであるセロトニンの免疫組織化学を用いて,ラット大脳皮質における神経細胞の分

化過程とセロトニン入力の関係を形態学的に調べたものである。先に私どもはマウスの大

脳皮質におけるセロトニン線維の生後発達を調べ,体性知覚野が分化する段階で一過性に

集中的セロトニン入力が起こる現象を見出した。本研究では同様の現象がラット脳におい

ても出現することを確かめ,つづいて,もっとも早期に本現象のみられる体性知覚野 SmI の

前背側部に位置する知覚運動野でのセロトニンニューロンの終末形成と皮質細胞の形態分

化とを,電子顕微鏡下に詳しく観察した。本報告ではとくに生後3日について詳しく記載す

る。 


